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■工事概要
工事名
工事場所
工期

●安全対策の目的・課題
　　施工現場の上流部は急峻であり、上流の熊谷第2堰堤
には、流出土砂が堆積している。そのため土石流災害の恐
れがある。また、堰堤補強鉄筋組立時の安全対策が課題
であった。

●安全対策の特徴・着眼点
1.土石流センサーの設置
2.雨量計の設置
3.避難訓練
4.補強鉄筋施工中の転倒防止

●取り組み概要

1.当工事現場より約900m上流にある熊谷第2堰堤の水通し
　に土石流センサーを設置し、現場内には警報ユニット(赤
　色回転灯、電子ホーン)を設置した。定期的なテストも行っ
　ている。(図1)　(写真1)　(写真2)　(写真3)

2.現場事務所に雨量計を設置し、常時雨量の観測をできる
　ようにした。また、場内の警報ユニットと連動させるようにし、
　警戒雨量に達したときに作業員にも伝わるようにした。
　(写真4)　(写真5)
3.工事着手前に避難訓練を実施し、避難場所･避難経路の
　確認を行った。　(図2)　(写真6)

砂防土工1式　コンクリート本堤工3496m3　付帯工1式
仮設工1式　残土処理場整備工1式

概要平成19-20年度　熊谷第3堰堤工事
徳島県三好市東祖谷釣井
平成20年3月12日～平成21年1月30日

四国山地砂防事務所
土石流対策　現場安全対策キーワード

熊谷第3堰堤工事における安全対策について 現場代理人：吉田一成
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写真5(雨量計)
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写真6(避難訓練)
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4.堰堤補強鉄筋D38長さ10m(89.5kg)の横抜けを防止し、
　確実に吊り上げるために、Wロック式立吊クランプを使用
　し鉄筋の立て込み作業を安全に行った。(図3)　(写真6)　(写真7)

  補強鉄筋の組立時、垂直に建て込んだ鉄筋には支えがないため、
　自重だけで転倒する恐れがある。そこでH形鋼・L形鋼等を使用し、
　土台となるものを組立てた。土台に主筋を結束することで、転倒防止
　を行った。(図4)　(写真8)　(写真9)

四国山地砂防事務所
キーワード 土石流対策　現場安全対策

熊谷第3堰堤工事における安全対策について 現場代理人：吉田一成

写真6(鉄筋立て込み)

写真7(クランプ取外し)
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写真8(鉄筋土台)

写真9(鉄筋結束)
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